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2016年夏季賞与の見通し
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―　一人当たり支給額が２年ぶりのプラスへ　―

（１）今夏の賞与を展望すると、民間企業の一人当たり支給額は前年比＋0.6％と、夏季賞与としては 
   ２年ぶりのプラスとなる見込み（図表１）。 
      (*)厚生労働省「毎月勤労統計」事業所規模５人以上ベース。 

 

（２）背景には、2015年度下期の企業収益の底堅さ。製造業では、既往円安効果の剥落と市況の悪化 
   が収益下押しに作用したものの、総じて良好な財務体質が維持されるもと、非製造業を中心に 
   企業収益は高水準を維持（図表２）。 
  
（３）もっとも、海外景気減速への懸念を背景に、株価の低迷が続くなか、企業の景況感は悪化。 
   今春闘では、賃金引上げ率上昇が低下するなど（図表３）、企業は人件費増加に慎重な姿勢。 
   支給水準の低い中小企業や非正規雇用が雇用者数増加を牽引することで、一人当たり平均額が 
   下押しされる傾向も持続。 
   
（４）支給総額は、前年比＋2.6％の増加となる見込み（図表４）。一人当たり支給額の増加に加え、 
   景気の回復傾向を反映した支給対象者の増加が押し上げに作用。 
 
（５）国家公務員は、同＋3.1％の増加となる見込み。2015年人事院勧告に基づく賞与支給月数の増加 
  （0.08ヵ月分）と月例給の引き上げ（0.36％）が押し上げに作用。 
   (*）2015年人事院勧告に基づく2015年夏季賞与引き上げ分（2016年１月の実施法成立後に差額調整済）を除く支給実績との比較。  

 http://www.jri.co.jp 

（図表１） 一人当たり夏季賞与の見通し （図表２） 経常利益と労働分配率（季節調整値） 

（図表３） 春闘賃上げ率と所定内給与（前年比） （図表４） 賞与支給総額（前年比） 
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（資料）厚生労働省を基に日本総合研究所作成  
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（注１）2015年度の所定内給与は2015年4月～2016年2月。 

（注2）速報値は2016/3/30の第3回集計と過去の同時期の集計。 

（前年比、％）

民間企業

製造業 非製造業

1.9 4.9 1.3 21.0

▲ 2.8 ▲ 3.3 ▲ 2.7 5.7

▲ 0.3 1.1 ▲ 0.6 ▲ 4.8

0.6 0.9 0.5 3.1

支給額

（万円）
35.9 49.9 33.1 63.9

（資料）厚生労働省、総務省、人事院、予測は日本総合研究所
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（資料）財務省「法人企業統計季報」をもとに日本総合研究所作成 
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